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論 文 内 容 り 要 旨
19世 紀末 に 澄け る ドイ ッ農 業労 働 者 の性格 をオス ト・エル ベ に重点 を論 きなが らも一般 的 に
明 ら か にす る こ とが課 題 で あ る。 そ して この過 程 で ドイ ツ農業 労働 者 の存 在形 態 が ドイ ツ資本 主
義 そ の ものに よって規定 され て 海 り、 と くに東部 ドイ ッ農業 に 澄 け る農業 労 働 者 の存 在形 態 に よ
って一 面特 徴 づ け られ る東部 の農業 構造 そ の ものが ドイツ資 本主 義 の基本 的 な規 定 とな る もの で
は ない こ とが 明 らか と な るの であ る。地 域的 に み る な らば大 づか み に云 って ヴエス トプアー レン
等 西部 ドイ ッ農業 とプ ロイ セ ン両州等 の 東部 ドイ ツ農 業 とで農 業労 働 者 の性 格 は 頗 る相異 して い
る。 西部 ドイ ッに 論い て は全体 と して家 族労 働 力 構 成 の高 い なか で雇用 労働 者 と しては零 細 な土
地 片 と結合 した 日雇労 働者 が 典 型 で あ った。 ドイ ッ内 に あ って最 も資本 主 義発 展のい ち じる しい
この地 帯 に 診い て賃労 働 関係 を農 業 では この よ うな歪 曲 され た形 で しか 展潔 し2な い と ころに 、
あ るい は言 葉 を換身 るな らば 農業 経 営 に家 族労 作的性 格 を 賦尋 せ ざる をえ ない と ころ に東 部 に澄
け るイ ンス ト関係 を構造 的 に 規 制 す る と ころの基 本的 関 係 を み るの で あ る。 東 部 ドイ ツ農業 では
大規 模経 営 の比 重が 大 きいが そ の 中核 を なす ユ ン カー経 営 に 澄 け る労働 関 係 では この時期 にお い ・
て もイ ンス ト関係 が基幹 的 で あ りそれ の デ プ タン ト関 係 へ の転化 が問 題 とな って椿 るQし か して
この時 期 には 東 部 か ら西 部へ か け ての労 働者 の流 出 ・出稼 が 相次 い でい る。そ の実態 に つ い ては..
随所 で触れ て い る が、彼 らの多 くは西 部 を 中心 とす る工業労 働 力 の 底辺 を形 成 してい るの で ある。
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イ ンス 闘係 あるい はデ プ タン ト劇 係 もこの よ うな労働 力 の激 しい流 動 を前 提 と して 考 え なけ れ
ば な らない ので あ るQし か もこの時 期 に 訟 いて(1882年 ・}1907年)工 業 部 門 を 中心 と
した労働 者総 数 の増 加 は い ち じる し く(指 数194)か つ その なか で も従業 者 数1.000人 以 上
の極 大規 模 経 営層 では約 四 倍 半 の増加 を示 して い るの であ る。 つま り一 面 では独 占的大 企 業 の形
成が こ こでの 指漂 に澄 い て もあ らわれ てい るの で ある が反 面 では1907年 に 澄い て も、50人
未満 層 の労働 者 数 の構 成は60%を 越 す の であ る(5人 以 下 層 では57%)。 そ して、労 働 力 調
達 とい う面で の 工業 部 門 と農業 部 門 との対 抗は 〔独 占的 大企 業 一 農業 〕 とい う単 純 な関係 ば か り
で な く 〔独 占的 大 企 業 一 中小零 細 企業 〕 とい う内 部的 対 跡関 係 を媒 介 して い るの で ある。本 文 に
澄い ては 工業 部 門 な らび に農 業 部門 に 澄け る賃 金 水準 を資料 的 に.検討 して い るが 、そ れに よる と
次 の よ うな事態 が 明 瞭 に な って い る。 す なわ ち、 工鉱 業 部 門 を 中心 とし た名 目的 貨幣賃 金 の上 昇
に伴 って農業 に 齢け る貨 幣賃 金 水 準 も、上昇 してい るが 、そ の水 準は 低 く、.工業 に 於 け る中小 零 細
規模 層 のそれ に照 応 す る かあ るい はそ れ以 下 で あ るQし か も この 層に よ る労 働 市場 の 規模 は.上述
の ご と くな ので あ るか ら、 工鉱 業 の発 展が農 業労 働 力 の吸 引(労 働 力 の移 動)を 通 して農業 賃 金
の引 上 げ や労働 制 度改 編 を迫 りなが ら もそ れ を徹 底 で きない 面 も持 つ ので ある。
他 方 、 農業 側 か らみれ は この時 期に 家 族 労働 力依 存 慶 が急 速 に増 加 す る とと もに2ヘ クター ル
未満層 が急速 に 没落 増 加 してい る。2、5ヘ ク タール 層 も同 様 で あ り、 この噛 まで を加 え る と全
経 営 の80%を 越 す ので ある。 これ ら、小 零 細経 営 の生 産 力 は低 く(機 械 利 用状 況 をみ よ)過 剰
労働 と過 少消 費 ・兼 業依 存 の源 泉 とな って い る。 この よ うな零 細経 営 の累 積 は さ きの労働 市場 の
構 成 と と もに脱 農 を阻 止 せ ざ るをえ な い ドイ ツ資本 主 義 の構 造 を示 す とい って よい 。 ま た 、零 細
層 の堆 積 とな らん で大 規 模借地 経 営縮 小 の傾 向 が あ らわれ る が 、 これは 当時 の農 産 物価 格水 準 が
資本 家的 借 地 農経 営 を成 立せ しめ るに 至 って いな か った こと を示 して い る◎ そ して この よ うな事
情 の下 では雇 用労 働 力 に依 存 す る経 営 と零 細経営 を存続 せ しめ る 基盤 とが停 滞的 な相 互補 完 関 係
を展 開 す るの であ る。 この よ うな なか で グ ジンテ 澄 よび 日雇労 働 者 の減 少が続 き支払 賃 金 に 凄い
て も現物 給付 を媒 介 しなが ら新 旧混 瀟形 態 を現 出せ しめ てい る の であ る。以 、上の よ うな全 体 と し
ての動 向 の なか で先 に も述 べ た東 部 ドイ ツ農業 を特 徴 づ け る契 約労 働 者 群 は全 体 と して滅 少 し、
そ の なか で イン ス ト関係 か らデ プ タン ト関 係 へ の基軸 移行 が進 む ので あ る。 この 点 につ い て は序
章そ の他 に 診い て も触 れ る ご と く、 イン ス ト関 係 に 澄 け る ユ ン カーの 専制 が デ プ タン ト関 係 に 澄
い て も基 本 的 に は変 化 せ ず そ れ故 ユ ンカ ー経 営 の半農 奴 的性 格 を立 証 し よう とす る立論 、 ある い
はデ ブ タン ト関 係 へ の移 行 を賃 労働 関係 純化 へ のたん な る一過 程 とみ る立 論 、 い ずれ に も肯ん じ
身 ない の であ る。 われ われ はそ れ を ドイ ツ資 本主義 の独 占段 階 の問題 と して把え るの で あるが 、
それ は また 全編 の課 題 な の で もあ った。 最 後 にわ れわ れ は 東部 ドイ ツを中心 と して 展開 され る出
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稼労 鋤 者 問題 、 そ の裏 面 と しての外 国労 働 者 流 入問 題 、 さ らに これ らとの関 連 と して把 え られ
る内地 植 民問 題 の 意義 を明 らか に す るが、 そ こに 診い ては 農業 労働 者 の性 格 とい う比.較的局 限
され た問題 の なか では 必ず しも鮮 明 とは な 動え 左か った全般 的 背 景が 明 らか に され る こと とな
るの で あ る。
論 文 審 査 結 果 り 要 旨
著者 が本論 文 に 澄いて 提 起 してい る課 題は 、19世 紀末 に 知け る ドイツ農業 労 働 老 の存 在形 態
と性柊 を、 エル ベ川以 東 に 重 点 を診 きなが ら・も これ を一般 的 に解 明 しよ うとする に あ る。 しか し
て、 この直 接 目的 を追 究 す る過 程 で 、 ド歪 ツ農業 労 働者 の性 柊 が独 占化 しっ っあ っ た当 時 の ドイ
ツ資本 主 義 そ の ものに よって規 定 され てい るの で は ない か とい う著 者 の基 本的 推 定 と窮 極 目的 を
論 証 。究明 し、 東 部 ドイ ソに診 け る農業 労 働 者 の存 在形態 に よって一 面特 徴 づ け られ る同地 域 の
農業 構 造 が 、 ドイ ッ資 本 主義 の特 殊性 の基 本的 な規 定者 とな って い る とす る有 力 な学 説 を批 判 し
よう と志 向 して い る。 これ が また、 通 説 とされ て い る と ころ と類 を異 にす る著 者 独 自の分 析 視角
で もあ る。
この よ うな視 点 に立 って、著 老 は ドイ ツ社会 政 策学 会 の鬼 大 な報 告書 そ の他 多 数 の文 献 資料 を
駆使 じq19世 紀8.90年 代 か ら20世 紀初頭 にか け て の ドイツ農業 労 働者 の状態 に対 し、 プ ロ
イセ ン両州 等 の 東部 ドイ ツと ライ ン ・ヴェス トプアー レン等 西南 部 ドイ ツ の地 域 別 に精 緻 な 分析
を加 え て、 この 両者 の存 在 形態 と性 格 の対 照性 ない し相 違 を明 らか に し、 進ん で東 部農業 を 中心,
とす る出稼 そ の他 流動 労働 者 お よび これ らと関 連 して把 亥 られ る内地 植 民 問題 の実 態 を追究 し、
ドイ ソ独 占 資本 主 義 に訟 け る農 業 の位 置 如 何 とい う薯者 の窮 極 課題 への 接近 を実現 させ るた め の
全般 的背 景 を明 らか に してい るので ある。 しか して著者 は 、 多 くの研 究 家 と同 じ く ドイ ソ農 業 労
働 者 の存 在 形態 が東 部 と西 南 部 とで異 な った あ らわ れ方 費 してい る こ とを実 証 しつつ も、両 者 の
基 盤 は 必ず しも無 縁 で な く、 む しろ相互 滲透 が行 わ れ て共 に、 後 進的 で あ りなが ら独 占化 しっ つ
あった ドイ ッ資本 主義 に よって規 定 せ られ 、そ の 構造 的特 質 の一環 を構成 してい る ことを強 調 す
るので あ る。当 時 の 東部 ドイツ農業 では い ぜん と して大 規模 経 営 の 比重 が大 きか った が 、そ の 中
核 を なす ユ ン カ7経 営 に細 い て多 数 を 占 め る契 約労 働 者 の基 幹 部 分 は、 給付 地 を もち打穀 配 当 を
受 ける よ うない わ ゆ る半 封建 的 な イ ンス ト・イ テか ら賃 金労働 者 的 なデ プ タン ト(デ ブタ ー ト 。
ゲ ジ ンテ)へ 転 化 しなが らも、両 層は 資本 主義 の この段階 に 澄い て も、 一方 楚 大 な農 村貧 窮者 と
して地 元 に 滞留 す る とと もに、 他方 西 南 部 に 相 次い で流 出 、 出稼 してそ の地 域 を 中心 とす る工業
労働 力 の底辺 を形 成 したQし か して 、そ の 西南 部 に は小 規模 農業 が 普 及 しそ れ と対 応 した家族 労
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働力への強い依存性 と多くの土地持労働者が存在 していたか ら、同地域におけるこのような歪
曲された形の賃労働関係が東部の前近代的農業労働関係を構造的に規制することになる、とい
うのが著老独 自の見解である。換言すれば、後進資本主義国 ドイツでの中心的工業地帯 として
のライン地方に澄いては、 この段階の資本蓄積構造の特性に対応 して形成された漫性的過剰人
口が、上記のような賃労働関係と零細農業経営の堆横を解消するロ」能性 と必要性をな くしたの
であ り、また東部のユンカー経営ならびにその下における農業労働老 の性格もこれに よってそ
の展開過程を規定づけられたとするのである。
著者のこのような分析 。論証過程はそれ自体:として明快であり、その結論 にはな訟問題点を
残してはいるが、独創性に富んだ幾多の新知見を提示しており、学界への寄与は甚だ大、きいの
である。参考論文 として提出された数篇は、いずれも主論文の論点を補強する意味を有 して論
り、著者の研究道程を示すものとして価値がある。
以.上蕃査するところによって、本論文の提出者は経済学博士の学位を授与されるに十分な資
格をもつものと認められる。
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